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＜新患予定＞

・4/27（月）　赤見内　浩様（60）　9：30来院　窪田Ｄｒ

　　　　　　　本人、貧困し身内が本人の生活保護申請したところ、本人が親戚中に電話を何度も掛ける行為が見られた。今回生活保護を受給する為の診断を希望され当院受診予定。

・4/28（火）　五十嵐　もと様（93）　11：00来院　深澤Ｄｒ

　　　　　　　H18年頃には介護保険を申請し、デイサービスひなたに通所(週3回)。糖尿病悪化、インスリン治療が必要となり、自宅での対応困難となりH20年頃に有料老人ホームひなたに入所。Ｈ25.4月ペースメーカー埋め込み術施行。H26年1月より類天疱瘡と診断され、内服を開始。プレドニン服用後より血糖コントロールが悪く、H27年2月血糖コントロールの為岸原病院へ入院。退院時すい臓癌（疑）の為、ホームホスピス「もりの家」に入所。以後八戸生協診療所の往診を受けていた。入所後より昼夜逆転、夕方から「家に帰りたい」等訴え、顔つきが強張り、大声を出す、手を叩き拝む仕草をする様子が見られていた。八戸生協診療所の主治医により薬剤調整行うも改善なく、主治医より精神科受診を勧められ当院受診予定。

・4/28（火）　西山　鎌次様（83）　11：30来院　深澤Ｄｒ

　　　　　　　青森労災病院内科（膵炎の既往あり、内服中）、船越内科（高血圧）、きどクリニック（膀胱炎）の3か所の病院通院中。介護保険申請し、要介護1と認定され、デイサービス週1回の利用継続。H26年10月頃より、失禁の増加、一人での立ち上がり・歩行困難出現。H26年12月頃には「時計が無い」等と物の置き場所が分からなくなり、H27年に入り、身体の震えが出現した事からH27.2.4おっとも脳神経クリニック受診し、年齢相応の脳萎縮と説明を受け、抗認知症治療薬の服用開始。内服後より、吐気著しく、薬剤調整行うも食欲低下、徐々に体重減少。青森労災病院より栄養補助剤が処方となり、1日2缶飲用するよう指示を受けているが、1日1缶をなんとか飲用している状態。上記状態から、ケアマネージャーより当院受診勧められ受診予定。

・4/29（水）　松田　静恵様（34）　12：00来院　田名部Ｄｒ
中学2年（13歳）時より耳鳴り・眩暈・腹痛の症状出現。岩手県国民保険葛巻病院への通院を開始。同院にて神経失調症・過敏性大腸炎と診断受けたが、13歳と年齢が若い事から整腸剤のみ処方となり、カウンセリングをメインに行っていた。高校へ進学後より症状強く出現する事や症状が持続する事が続き、単位を取れない状態となり高校2年時退学。徐々に症状改善傾向にあった事から通院終了。Ｈ26.2月眩暈・耳鳴り・不安感・緊張していないにも関わらず体が緊張している様な感じとなる等の症状を感じる事が多くなり、月経が近くなると症状が強くなると感じている。起床時の腹痛・吐気・嘔吐があり、起床時が一番辛いと話す。今回、耳鳴り・眩暈・不安感・・腹痛等の症状増悪し、日課への支障も見られ始めている事から症状改善目的にて当院へ受診相談に至る。

・4/30（木）　大下　隆義様（70）　10：30来院　深澤Ｄｒ
　　　　　　　10数年前離婚。離婚後は田子町内の実家に戻り、兄、弟と生活開始。H21年頃より、糖尿病で三戸中央病院へ通院。H23年に敗血症で倒れ八戸市立市民病院へ救急搬送され、リウマチ膠原病と診断受け、H23年5月より、青森県立中央病院へ月に1度通院。敗血症の治療終了したが、自宅への退院に不安を感じ介護保険を申請し、三老ショートステイ八幡の湯利用開始。同施設入所中より「虫がいる」と話すことがあったが、特に大きな問題となることはなかった。次女が子宮癌で治療が必要となり、本人の介護が困難となったことから、施設への入所を検討。生活保護を申請し、H26年5月、有料老人ホーム「いちばん星」への入所。H27年に入り「虫が顔に落ちてくる」と話し、常に殺虫剤を持っている、「男の人が入ってきて怒鳴られた」等訴えが聞かれ、内服・食事・バイタル測定拒否、インスリン注射を行う事が出来ない状態となった。上記状態から食事摂取量、体重減少。食事・服薬した事を覚えていない事もあり、記銘力障害が認められていた。上記状態から、施設での対応困難となり、担当ケアマネ・かかりつけ医の三戸中央病院より当センター受診を勧められ当院受診予定。

・4/30（木）　漆戸　秀三様（77）　

　　　　　　　現在内丸に単身生活中。むらかみ脳神経クリニック→ｱﾙﾂﾊｲﾏｰ型認知症予防投与、及川内科→糖尿病、高血圧薬処方の為通院継続中。以前より体中の痺れを訴え情緒不安定、心気的、突発的に救急車を要請する事があった。今回、不眠、微熱、痺れ、眩暈、胃痛、高血圧、食欲不振を訴え「このまま1人暮らしをしていると孤独死してしまう」と切迫した様子あり。上記症状が1ヶ月も続いている事から、精神科での入院治療を希望。

